
【香美市民憲章]

１ 香美市の概要

【前 文】

私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、誰もが幸せを感じられる

まちを目指し、ここに市民憲章を定めます。

【本 文】

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

東経 １３３°４１

北緯 ３３°３６

面積 ５３７．８６㎢

人口 ２４，９１４人

（令和６年３月１日現在）

姉妹都市

ラーゴ市（米国フロリダ州ピネラス郡）

昭和44年7月11日 姉妹都市提携

米国フロリダ州ピネラス郡中央部に位置し、タ

ンパ湾に面したラーゴ市は、郡内で3番目に大き

い都市です。1960年代まで農産物の輸出産業が

盛んでしたが、人口の増加に伴い、現在では

ベッドタウンとなっています。

---------------------------------

積丹町（北海道積丹郡）

平成14年6月20日 姉妹都市提携

積丹町には、町内42㎞に及ぶ海岸線に、神威岬、

積丹岬、黄金岬など、無数の奇岩、怪岩に恵ま

れた景勝の地があり、岬の先は本道唯一の海中

公園に指定され、遊覧船などで海中の景観を楽

しむことのできる場所があります。

------------------------------------------

あわら市（福井県 (旧 芦原町･旧 金津町)）

平成21年3月1日 姉妹都市提携

平成16年3月1日、芦原町と金津町が合併し、誕

生したあわら市は、美しい日本海をはじめ、湖

や川、緑豊かな山々、優れた泉質の温泉、太陽

をいっぱい浴びた農作物など、自然の恵みにあ

ふれたところです。
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１ 香美市の概要
■ 市域の変遷 ■ 人口及び世帯数

平成24年 平成29年 令和4年

総人口 人 27,635  26,526  25,494

男 人 12,927  12,411  12,075 

女 人 14,708  14,115 13,419

総世帯数 世帯 12,717  12,909  13,040

1世帯あたりの人員 人 2.17 2.05 1.95 

平成24年 平成29年 令和4年

総人口 人 756,390 715,896 677,888 

総世帯数 世帯 322,052 316,720 313,036 

※ 各年4月1日現在の推計人口による（出典:県統計課HP）

◆参考 高知県の人口及び世帯数

平成24年 平成29年 令和4年

0～14歳 ％ 10.2 10.2 10.2   

15～64歳 ％ 54.7 50.8 49.9

65歳以上 ％ 35.1 39.0 39.9 

●年齢別（３区分）の人口割合

※ 各年4月1日現在の住民基本台帳人口による

▲1,109（▲4.0%） ▲1,032（▲3.9%）

▲40,494（▲5.4%） ▲38,008（▲5.3%）

※ 各年4月1日現在の住民基本台帳人口による

昭和 29 年 9 月 1 日 香美郡 山 田 町

大 楠 植 村

明 治 村

片 地 村

佐 岡 村

長岡郡 新 改 村

昭和 30 年 4 月 1 日 香美郡 西 川 村 の 一 部 編入（美良布町へ）

( 柳 沢 、 萓 島 、 奈 良 峠 )

昭和 30 年 4 月 1 日 香美郡 西 川 村 ( 栃 本 ) 編入（槇山村へ）

昭和 30 年 4 月 1 日 香美郡 野 市 町 の 一 部 境界変更（土佐山田町）

( 戸 板 島 、 逆 川 )

昭和 31 年 3 月 30 日 香美郡 美 良 布 町

暁 霞 村

昭和 31 年 9 日 1 日 香美郡 大 豊 村 境界変更（土佐山田町）

昭和 31 年 9 月 30 日 香美郡 槇 山 村

上 韮 生 村

昭和 34 年 10 月 7 日 南国市 岩 村 の 一 部 境界変更（土佐山田町）

昭和 35 年 8 月 1 日 香美郡 大 宮 町 （ 西 又 ） 境界変更（土佐山田町）

昭和 36 年 3 月 31 日 香美郡 大 宮 町

在 所 村

平成 4 年 9 月 4 日 香美郡 土 佐 山 田 町 の 一 部 境界変更（野市町へ）

（ 町 田 の 一 部 ）

平成 8 年 1 月 1 日 香美郡 土 佐 山 田 町 （ 蔵 福 寺 島 ） 境界変更（南国市へ）

平成 10 年 8 月 21 日 南国市 一 部 境界変更（土佐山田町）

平成 12 年 8 月 7 日 香美郡 土 佐 山 田 町 の 一 部 境界変更（南国市へ）

（ 神 通 寺 、 中 島 、 西 ノ 内 、 京 田 ）

平成 18 年 3 月 1 日 香美郡 土 佐 山 田 町

香 北 町

物 部 村

平成 21 年 12 月 17 日 南国市 植 田 の 一 部 境界変更

年月日 合併等の形式

合併（土佐山田町が発足）

旧市町村名

合併（香美市が発足）

(樫谷、繁藤、上穴内、北滝本、角茂谷の一部)

（松本、岩次、神通寺、立石、京田、蔵福寺島）

合併（大宮町が発足）

合併（物部村が発足）

合併（香北町が発足）
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香美市人口ピラミッド（令和4年4月1日現在）

男性 女性

4


